
 

 

国立大学法人東京外国語大学中期目標 
 

平成 21年 3月 30日 

 文部科学大臣 提示 

 

（前文）大学の基本的な目標 

国立大学法人東京外国語大学（以下、「東京外国語大学」という。）の基本的な目標は、

日本を含む世界諸地域の言語・文化・社会に関する教育と研究を通じて、地球社会におけ

る共存・共生に寄与することにある。 

教育面では、豊かな人間性、深い思考力、鋭利な感性を養い、高度なコミュニケーショ

ン能力、豊かな教養、広い視野を身につけ、さまざまな文化的背景を持つ世界諸地域の人々

と協働して地球的課題に取り組むことができる人材を養成する。 

研究面では、世界諸地域の言語、文化、社会について領域横断的な創造的研究を推進し、

地球社会が直面する諸問題の解明に寄与することをめざす。 

同時に、社会との連携を深め、多言語・多文化状況が急速に進む日本社会に、東京外国

語大学独自の教育研究活動の成果や知的資源、人的資源を、さまざまな方法と媒体を通じ

て還元していく。 

 

Ⅰ 中期目標の期間及び教育研究上の基本組織 

１ 中期目標の期間 

2004（平成 16）年 4 月から 2010（平成 22）年 3月まで 
 

２ 教育研究上の基本組織 

東京外国語大学に外国語学部、大学院総合国際学研究科、総合国際学研究院、アジア・

アフリカ言語文化研究所（以下、「ＡＡ研」という。）を置く。 

 

Ⅱ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標 

１ 教育に関する目標 

（１）教育の成果に関する目標 

東京外国語大学は学部、大学院、留学生日本語教育センター（以下、「留日センタ

ー」という。）において、日本人学生と外国人留学生を対象に、世界の平和と発展に

寄与する人材を育成するための教育を追求する。とりわけ、異文化に対する深い理

解力とコミュニケーション能力を身につけて、他者との共存・共生に価値を置く市

民文化の担い手となる人材、また、世界諸地域の言語、文化、社会に関して専門性

を担う人材を送り出す。 

 

学士課程 

学部教育においては、異なる言語と文化的背景を持つ世界諸地域の人々と相互理

解をはかり協働していく上で必要とされるコミュニケーション能力と教養を身につ

けさせる。その際、与えられた知識を単に記憶するだけにとどまらず、自ら課題を

設定し、自分の頭で論理的に思考して自己の考えを積極的に発信できる能力を育て
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ていく。また机上で書物を通じて得る知識や理論にとどまることなく、現場に赴き、

感覚と知性を全身体的に動員して問題解決に取り組むことができる能力を養う。 

 

大学院課程 

博士前期課程においては、高度な言語運用能力と人文・社会諸科学の専門知識、

学際的視野を身につけさせる。また、異文化理解・国際交流に関わる諸分野を中心

に国際的に通用する高度専門職業人を養成する。大学院博士後期課程においては、

現地語資料の操作能力や豊かな臨地体験、広い視野をもった専門家や世界的水準の

先端的な専門研究者を養成し、内外の大学・研究機関や国際機関等に送り出す。 

 

留日センター 

留日センターにおいては、国費外国人留学生を対象に、日本の大学・大学院での

勉学・研究に必要な日本語能力と基礎学力を身につけさせ、志望する全国の大学・

大学院に送り出す。また、全学の留学生に対して必要に応じた日本語能力を身につ

けさせる。さらに、世界各国の初等・中等教育における日本語教育のレベル向上に

貢献する人材を育成する。 

 

こうした教育を通じて、多言語・多文化社会化する日本において新しい市民文化

の創造に寄与する人材を送り出すとともに、異文化理解・異文化との交流をはじめ

とするさまざまな分野で活躍できる人材を育成する。また（国際協力、国際コミュ

ニケーション、言語教育、言語情報工学など東京外国語大学の特性を生かした）高

度専門職業人や専門研究者をめざす学生を大学院課程に送り出す。さらに留学生教

育については、日本語と日本文化に関する深い理解を持ち、国際交流に寄与できる

国際的人材の育成をめざす。 

 

上記の目標がどれほど達成できているのかを、学部、大学院、留日センターそれ

ぞれがさまざまな方法で調査、検証し、それをもとに弛むことなく改善に努める。 

 

（２）教育内容等に関する目標 

アドミッション・ポリシー 

東京外国語大学は、国籍、性別、年齢に関わりなく、その教育目的に適った資質

と能力を持った人々を受け入れる。とりわけ世界の平和・人権・環境・開発など現

代世界が直面している諸課題や、世界諸地域の人々との交流に強い関心を持つ学生

を迎え入れる。また世界に開かれた大学として、留学生の積極的な受け入れを進め

る。学部、大学院を問わず、さまざまな手段を通じて東京外国語大学の教育目的を

広く社会に周知させる努力を払い、意欲的な学生の獲得に努める。 

学部においては、言語能力を含む総合的な学力と論理的な思考力を持ち、自己の

意見を明確に表現できる学生を選抜する。大学院博士前期課程においてはこれに加

えて、高度な言語能力、専門分野の基礎知識、広い視野、深い問題意識を持った学

生を選抜する。また、学部卒業生に限ることなく、社会人再教育のために社会人の

受け入れに努力する。博士後期課程においては、専門家や専門研究者としての適性、
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専門分野に関する深い知識、新しい研究分野を開拓していく独創力を持った学生を

選抜する。 

 

教育課程の編成・整備 

入学した学生に対しては、東京外国語大学の基本的な教育目的にもとづいて充実

した教育を提供することができるよう、柔軟かつ体系的な教育課程を整備する。と

りわけ、高度の言語教育を核とし、明確な教育方針と整合性に貫かれたカリキュラ

ムを構築して、系統的な学習を可能にする。その中で、国際舞台における発信性を

高めるために英語による授業を拡充する。また、単位互換をはじめとする他大学と

の連携によって、学生の多様な要求に応え、学習機会の拡大を図る。さらに可能な

限り留学や海外研修を教育課程に取り入れ、学生の関心を広く世界に向かって開い

ていく。他方、外国人留学生に対する日本語教育については、国籍、年齢、母語、

専攻、日本語能力、学力等の面で多様な水準を持った留学生の要求に対応できるよ

う、教育課程を整備する。大学院教育においては、共同利用研究所の活動と有機的

に連携した教育課程の設置を図る。 

 

教育方法（授業形態、学習指導法等）の改善 

学生の勉学意欲を刺激し、主体的な学習を促すためにさまざまな工夫を行う。学

部・大学院・留日センターのいずれでも少人数教育を積極的に取り入れて、きめ細

かな教育を行う。また、学生の受動的な学習態度を改善し主体的な学習を促すため

に、教育方法や授業形態についてさまざまな工夫を行う。 

また東京外国語大学の充実した情報基盤を活用して、教育の情報化や学生の自主

学習を進める。とりわけ学部においては、ネットワークを通じ学生に地球の向こう

側にある世界に触れさせて、自らが学ぶ言語が生きている世界を体験させつつ、オ

リジナルデータを収集・処理する能力を身につけさせる。 

それと同時に、現場での全身体的な実地体験を持たせることを重視し、臨地体験、

社会体験等を積極的に取り入れる。 

大学院においては、研究参加型の教育をめざすとともに、論文執筆指導の体制を

充実させる。 

 

成績評価 

学生の学習目的を明確化にするために、授業の到達目標と成績評価基準をあらか

じめ定め、シラバス等でこれを明示する。成績評価にあたっては、どのような評価

方法と評価基準を用いたのかを明示し、評価の透明性と厳格性を確保する。こうし

て厳正かつ適正な成績評価を実施することにより、学生の学習到達度と成果を明確

に示す。これにより卒業時における学生の学力の質を確保する。 

 

（３）教育の実施体制等に関する目標 

東京外国語大学の教育目的を達成するための教育実施体制をソフト（人材）とハ

ード（施設設備）の両面で整備する。 
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教職員の配置 

人材面では、優れた教育活動を担いうる高度な能力と教育に対する強い情熱を持

つ教員、教育支援者を国籍、性別に関わりなく採用し、適切に配置する。また、情

報リテラシー教育における図書館や情報処理センターの協力・支援活動を範にして、

教育活動支援のための部局を越えた柔軟な学内共同教育体制を組織する。 

 

設備の整備充実 

東京外国語大学では、世界諸地域の言語・文化・社会に関する総合的・専門的な

教育が行われており、その効率化のために、教育の情報化、すなわち、デジタル化

した音声、画像、動画情報の利用とインターネットの活用がとくに重視されている。

府中キャンパスへの移転によって東京外国語大学の情報基盤は飛躍的に拡充された

が、デジタル教材の作成・編集・加工処理を簡便に行いネットワークを通じての配

信を円滑に行うために施設設備のいっそうの整備・充実を図る。また、大学のネッ

トワーク環境の漸次的更新・拡充を行い、情報環境の高度化と情報蓄積の効率化を

進める。他方で、情報基盤を利用した授業開発を支援する体制を構築し、教育課程

の情報化を進める。このほか、学生が情報化した環境で自主的に学習できる環境整

備に力をいれる。 

 

教育活動の評価と改善システム  

東京外国語大学における教育の質の向上を恒常的かつ組織的に図っていくために、

教員に過度の負担を強いることなく真に教育改善につながるような有意味で合理的

かつ有効な教育活動評価を行うための方法を検討し、東京外国語大学の教育目的に

適った評価項目・評価基準・評価方法を確立する。それに基づき、東京外国語大学

の教育活動や教育実施体制について効率的な点検・評価を定期的に実施し、その結

果を教育改善へと結びつけていく。同時に学生の授業評価を授業の質の改善へと確

実につなげていく体制を構築する。 

 

教材・学習指導法の開発 

言語教育を教育の主柱に据えている東京外国語大学は、単に東京外国語大学学生

のみならず、日本の教育界に対しても、科学的、効率的な言語教育法と多種多様な

教材を開発していく責務を負っている。またそうした責務を果たすことができるだ

けの人的資源を持ちノウハウも蓄積している。これらの資源を最大限に活用し、Ｉ

Ｔ技術も取り入れながら、言語教育法と教材の開発を進めていく。また、教養教育、

専門教育のための教材開発を進め、東京外国語大学独自の知的財産として蓄積して

いく。 

従来は教員の個人的努力で個別的に行われてきた授業方法や学習指導法の工夫を

教員全員が共有し活用できるシステムを作り出す。また国内外の大学との経験交流

を進め、東京外国語大学の教育の質の向上に役立てる。 

 

大学間の連携、学内共同教育 
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学生の多様な学習ニーズに応えるために、大学間の連携・連合や単位互換を推進

する。また、学内において、学部・大学院教育のさらなる充実のために全学的な協

力体制をさらに強化する。 

 

（４）学生への支援に関する目標 

学生の科目履修や学習に関してきめ細かな指導や助言を有効に行える体制を整備

する。また学生が安心して勉学に専念できるよう生活に関する相談体制と心身の健

康に関する支援体制を整える。健康な精神と肉体を育み人間的成長を促す上で重要

な役割を果たす課外活動を積極的に支援する。さらに、学生がその個性と資質を十

分に発揮し社会において自己実現を図ることができるよう、就職情報の提供、就職

支援の体制を拡充する。同時に、学生への経済的支援を可能な限り充実させ、優秀

な学生が学業に専念できる条件を整える。 

留学生に対しては、母国と異なる生活環境の中でも安心して学べるよう勉学や生

活面での支援体制を充実させる。障害のある学生に対して、学習面、生活面で少し

でも困難を軽減するためさまざまな配慮を払い、支援を行う。さらに社会人が働き

ながら学びやすい環境づくりを進める。 

 

２ 研究に関する目標 

（１）研究水準及び研究の成果等に関する目標 

東京外国語大学は、世界の多数の言語ときわめて広範な地域の文化・社会に関す

る学際的な研究をその一大特色としている。こうした独自の個性をいっそう伸ばし

つつ、研究のさらなる高度化を図り、日本を含む世界諸地域の言語・文化・社会に

関する世界有数の先端的、領域横断的な研究拠点としての地位確立をめざしていく。 

ＡＡ研においては、共同利用体制を整備・強化し、国内外の研究者の連携・協働

によるアジア・アフリカの言語文化に関する国際的な先導的研究拠点としての活動

を展開し、この分野の研究の進展に寄与する。 

これらを保証するために、研究水準・成果の検証のシステムをいっそう強化整備

する。 

研究活動の成果をさまざまな媒体を通じて公表、公開し、広く研究者の共同利用

に供する。 

また、研究成果を、東京外国語大学のみならず内外の教育機関の教育活動に資す

るよう提供するとともに、広く市民に還元していく。 

これらの研究を通じて、地球規模の視点から、人間社会に関する基礎的知見と現

代社会の諸問題に関する究明・解決の手がかりを提供する。 

 

（２）研究実施体制等の整備に関する目標 

研究水準のさらなる向上のために、研究推進の必要性に応じた研究者の適正な配

置、研究支援体制の整備、研究資金の重点的配分、研究スペースの機動的な活用な

どを全学的見地に立ちながら図っていく。 

また国内外の研究者に対する共同利用機能のいっそうの充実とともに、他大学、

他機関との連携・協力を強化して、機関の枠を越えた研究活動の活性化を図る。 
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３ その他の目標 

（１）社会との連携、国際交流等に関する目標 

社会との連携 

世界の言語と文化について教育研究を行っている東京外国語大学の個性を最大限

に発揮して、多言語・多文化状況が急速に進む日本社会に有為な人材、研究成果、

知的資源を積極的に提供する。 

 

国際交流 

世界諸地域の言語・文化・地域を教育研究の中心的柱としている東京外国語大学

において国際交流はきわめて重要な活動分野である。教育研究の両面においてさま

ざまな形態での国際交流を積極的に推進する。また日本社会を舞台とした多様な形

での国際交流を積極的に推進する。さらに国の国際交流に関する施策にもとづく事

業に協力する。 

 

Ⅲ 業務運営の改善及び効率化に関する目標 

１ 運営体制の改善に関する目標 

国際的競争力のある教育研究を行い、優れた人材を養成し、高度な研究成果をあげる

ことにより、学生と社会にとって魅力的な大学としての地歩を確立することを経営戦略

の基軸に置く。 

そのために、役員会、教育研究評議会、経営協議会を中心とした効率的かつ機動的な

運営体制を確立する。これにより、学長のリーダーシップの下に適切かつ迅速な大学運

営が行われ、同時に学内各部局の意見が大学運営に充分に反映される体制をつくりだす。

同時に、豊かな発想にもとづく的確な企画立案とその確実な実行を保証する。さらに、

大学運営において大学の意思決定プロセスの透明性を確保する。 

 

２ 教育研究組織の見直しに関する目標 

全学及び各教育研究組織の教育研究理念が十全に実現されるよう教育研究組織を整備

する。同時に、教育研究の進展や社会的要請に応じて教育研究組織を迅速かつ効果的に

見直し改革できるシステムを確立する。 

 

３ 人事の適正化に関する目標 

世界的な教育研究拠点をめざす東京外国語大学にふさわしい能力を持つ教職員を採用

する。採用にあたっては国籍、性別、思想信条等において差別をしない。また、柔軟な

人事制度を構築し、任期制等による人事の流動化を図るとともに、年功序列型人事の弊

害を除去して能力本位の昇任制度を構築する。また、教育研究のプログラムや人件費管

理に配慮した中長期的な人事計画を策定する。 

「行政改革の重要方針」(平成 17 年 12 月 24 日閣議決定)において示された総人件費改

革の実行計画を踏まえ、人件費削減の取組を行う。 

 

４ 事務等の効率化・合理化に関する目標 
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大学の運営に必要な業務を十全に遂行できるとともに、大学の方針に機動的に対応で

きるよう、事務処理内容を見直し、効率化とコストの低減を目指すとともに事務の重点

化を図る。 

 

 

Ⅳ 財務内容の改善に関する目標 

１ 外部研究資金その他の自己収入の増加に関する目標 

外部資金の積極的な獲得をめざす。また、自己収入の増加を図るために事業計画の実

施を検討する。 

 

２ 経費の抑制に関する目標 

管理的経費の抑制をめざして業務の合理化、効率化を図る。 

 

３ 資産の運用管理の改善に関する目標 

東京外国語大学の有する施設設備や資産の状況を定期的に点検し、有効かつ効率的に

運用する。 

 

 

Ⅴ 自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標 

１ 評価の充実に関する目標 

東京外国語大学における業務の質の向上を恒常的かつ組織的に図っていくために、教

職員に過度の負担を強いることなく真に業務改善につながるような有意味で合理的かつ

有効な点検・評価を行うための方法を検討し、適切な評価項目・評価基準・評価方法を

確立する。 

それに基づき、東京外国語大学の組織と活動について効率的な点検・評価を定期的に

実施し、その結果を改善へと結びつけていく。 

 

２ 情報公開等の推進に関する目標 

東京外国語大学はその教育研究活動をはじめとする業務全般についての情報を広く社

会に公開していく。在籍する学生に対して教育および学生生活に関する情報を提供する

だけにとどまらず、広く社会に対しても必要な情報を提供していく。例えば、東京外国

語大学で学びたいと望む高校生、他大学の学生、社会人、外国人留学生に対して東京外

国語大学の教育プログラムに関する情報を提供する。また、東京外国語大学で生成され

る特色ある学術情報を積極的に発信していく。そのためにも東京外国語大学におけるさ

まざまな情報を蓄積し有効に管理する体制を整備していく。 

 

Ⅵ その他業務運営に関する重要目標 

１ 施設設備の整備・活用等に関する目標 

教育研究の拠点大学を目指し、地域社会の要請や時代の変化に対応した教育研究活動

の充実と質の向上を図るとともに、快適な教育研究環境を維持し、大学経営に必要な施
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設基盤を確保・活用するために長期的視点に立った施設設備の計画を推進し、世界に開

かれたキャンパス環境の形成に努める。 

 

２ 安全衛生管理に関する目標 

学生及び職員の安全管理・衛生管理を推進する。また就学・就労環境管理を推進する。

開かれたキャンパスとして、学内及びその周辺での事故防止、防犯、防災と環境保全に

関して、地域及び関連機関との連携により、安全管理の目標の達成と向上を目指す。教

育研究の環境の安全を確保するため、全学的な危機管理体制を確立する。また、海外で

の調査研究、海外留学が頻繁に行われている東京外国語大学の特色に鑑み、海外での学

生、教職員の安全についても配慮を怠らないものとする。 

情報セキュリティを確保・維持する。 
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（ 別 紙 ）

中 期 目 標

別 表 （ 学 部 、 研 究 科 等 ）

学

外 国 語 学 部

部

研

究 総 合 国 際 学 研 究 科

科

研

究 総 合 国 際 学 研 究 院

院

附

置 ア ジ ア ・ ア フ リ カ 言 語 文 化 研 究 所 ※

研

究

所

※ は 全 国 共 同 利 用 の 機 能 を 有 す る 附 置 研 究 所
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